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この広報紙は共同募金の配分金により作成しています。

「ふくし」ってなんだろう？
実際に体験してみることで福祉を学ぶ社協の出前講座
「福祉体験学習」を行っています。（詳細はP3へ）

点字体験（中野方小学校）

車いす体験（明智小学校）

ご協力ありがとうございました。令和元年度 共同募金運動報告

赤い羽根募金・歳末たすけあい募金

9,053,017円

　令和元年10月1日からお願いしてまいりました「赤い羽根募金・歳末たすけあい募金」には、みなさまのあたたかい
ご理解、ご協力を頂きましたことを厚く御礼申し上げます。お寄せいただきました募金は、岐阜県共同募金会に送られ
た後に市内外の福祉事業へと配分され、役立てられます。

戸 別 募 金戸 別 募 金 7,273,200円
法 人 募 金法 人 募 金 1,150,858円
街 頭 募 金街 頭 募 金 299,278円
バッジ募金バッジ募金 241,000円
職 域 募 金職 域 募 金 83,210円
その他募金その他募金 5,471円

各家庭に呼びかける募金（12,699件）

法人の社会貢献として呼びかける募金（131件）

街頭や店頭などで呼びかける募金（10カ所）

共同募金バッジの購入を呼びかける募金（400件）

企業等で働いている方に呼びかける募金（80件）

その他寄付による募金、募金箱による募金（2件）

募金総額

令和元年度共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）実績内訳

（令和2年1月31日現在）
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福祉をもっと身近に！～福祉体験学習～

令和元年度福祉体験学習実施校

全12校 計20回 686名
（延べ）

地域や職場でも福祉体験
してみませんか？

ボランティア・市民活動支援センターでは、小・中学校に出向いて行う体験型講座「出前講座」を実施しています。
福祉学習応援隊(地域のボランティアさん)や社協職員が講師となり、高齢者疑似体験、手話・点字・車いすの体験、
障がいを持っている方によるお話しなどを行う、福祉をより身近に感じることができる講座です。

　地域の集まりや会社の研修などでも出前講座として実施
できます。また、体験セットの貸し出し(無料)も行っています。
お気軽にお問い合わせください。

【小学校】大井、長島、三郷、武並、恵那北、中野方、岩邑、明智、上矢作
【中学校】岩邑、串原、明智

岩村デイサービスとの交流（岩邑小学校）

高齢者疑似体験（武並小学校）

ボランティア・市民活動支援センターからのお知らせボランティア・市民活動支援センターからのお知らせ

参加人数

問い合せ 恵那市ボランティア・市民活動支援センター TEL0573-26-5221㈹

エコキャップ収集活動のご報告
恵那支所ボランティア連絡会

令和元年度に集められたエコキャップは…

　みなさまのご協力により、今年度は下記の金
額(２月末日現在)を送金することができまし
た。このお金は国連児童基金ユニセフを通じ
て、世界中の子どもたちへ届けるワクチンにか
わります。今後ともみなさまからのご支援とご
協力をお願い申し上げます。

　ボランティア・市民活動支援センターでは、下記のものを回
収しています。お寄せいただいたこれらのものは、収集団体や
業者にまとめて発送し、さまざまな福祉活動に役立てられます。

17,316円 約761人分のワクチンにかわります
※金属キャップは引き取りできません ※キャップは水洗いしてお持ち込みください(ポリオワクチンの場合)（ペットボトルキャップ約532,800個分）

※使用済み切手は剥がさずに余白を5mm～10mm残して切り取ってお届けください。
※不要な入れ歯は洗浄・消毒のうえ、厚手の紙で包みビニール袋に入れてお届けください。

キャップの収集 地元業者へ搬入 買い取り JCVへ送金

1年に1回、たまったお金を
「認定NPO法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会(JCV)」へ送金します。
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収集ボランティアのお知らせ

ユニセフを通じて
支援国にワクチンが
届けられます

エコキャップ収集の流れ
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